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る
。

　

障
害
者
控
除
は
、
障
害
者
手

帳
取
得
者
の
ほ
か
、
準
ず
る
も

の
と
し
て
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
を
市
町
村
長
に
申
請
し
、

認
定
さ
れ
た
方
も
適
用
と
な
る
。

　

認
定
基
準
は
、
各
市
町
村
に

任
さ
れ
て
お
り
、
当
町
で
は
要

介
護
3
以
上
で
、
国
が
示
し
た

2
つ
の
日
常
生
活
自
立
度
で
判

定
し
て
い
る
。

　

要
介
護
度
は
、
障
害
の
程
度

で
は
な
く
、
介
護
の
手
間
を
は

か
る
指
標
で
あ
る
。
寝
た
き
り

度
と
認
知
度
を
主
な
判
定
基
準

と
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る

た
め
、
今
後
内
容
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。
現
在
の
対

象
者
が
非
該
当
に
な
る
こ
と
は

な
い
。

市
村
　
千
恵
子
　
議
員

大
幅
な
制
度
改
正
が
さ
れ

た
第
6
期
介
護
保
険
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
施
設
入
所
が
要

介
護
3
以
上
や
要
支
援
1
・
2

が
介
護
給
付
か
ら
は
ず
さ
れ
、

地
域
支
援
事
業
に
移
行
さ
れ
た
。

　

介
護
認
定
も
厳
し
く
な
り
、

8
月
に
は
利
用
料
が
1
割
か
ら

2
割
に
な
る
人
も
い
る
。
負
担

感
が
増
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

控
え
も
予
想
さ
れ
る
が
町
の
対

応
は
。
ま
た
負
担
軽
減
の
た
め
、

障
害
者
控
除
対
象
を
要
介
護

1
・
2
ま
で
拡
大
の
考
え
は
。

保
健
福
祉
課
長

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
要
介

護
者
急
増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
一
定
所
得
の
あ
る
方
は
、

8
月
1
日
よ
り
利
用
料
が
2
割

と
な
る
。

　

負
担
が
2
倍
に
な
る
の
で
は

な
く
、
上
限
が
あ
り
超
え
た
分

は
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
支

給
さ
れ
る
の
で
、
利
用
控
え
な

ど
の
心
配
は
な
い
と
考
え
て
い

問

� 今後、認定基準を検討

負担軽減のため障害者控除対象の拡大を

� 専任職員を配置し万全を図っている

学校給食のアレルギー対策は

� 登下校は制服が原則　　　　

中学校の制服着用は

膳
棚
に
納
め
確
実
に
該
当
者
に

渡
し
て
い
る
。

2
、
医
師
の
診
断
に
基
づ
く
学

校
生
活
管
理
指
導
表
を
保
護
者

に
提
出
願
い
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾

患
用
の
指
導
表
は
、
原
本
は
学

校
で
写
し
は
共
同
調
理
場
で
保

管
し
て
い
る
。

　

ま
た
対
象
者
が
一
目
で
確
認

で
き
る
リ
ス
ト
も
教
職
員
全
員

で
共
有
し
て
い
る
。

　

栄
養
教
諭
と
担
当
者
が
代
替

食
の
個
人
カ
ー
ド
を
一
緒
に
作

成
も
し
て
い
る
。

3
、
事
故
発
生
の
場
合
、
調
理

場
は
報
告
を
受
け
原
因
究
明
対

応
、
食
材
の
見
直
し
等
行
い
防

止
を
図
る
。

　

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
自
己
注
射
薬

を
本
人
と
学
校
で
保
管
し
て
い

る
。
追
跡
調
査
の
資
料
と
し
て

成
分
表
示
表
は
5
年
間
、
検
食

は
2
週
間
保
管
し
て
い
る
。

仁
科
　
英
一
　
議
員

本
年
（
Ｈ
27
年
）
4
月
よ

り
、
学
校
給
食
に
お
い
て
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
の
た
め
体
制

強
化
が
図
ら
れ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
こ
で
ど
の
よ
う
に
強

化
さ
れ
た
か
を
問
う
。

1
、
体
制
強
化
の
理
由
と
、
具

体
的
な
強
化
内
容
は

2
、
未
然
に
事
故
防
止
す
る
た

め
の
改
善
を
行
っ
た
の
か

3
、
事
故
発
生
時
の
対
応
の
改

善
を
行
っ
た
の
か

教
育
次
長

1
、
年
々
対
象
児
童
生
徒
が
増

加
の
中
、
食
材
も
多
様
化
し
、

1
人
の
栄
養
教
諭
が
全
般
の
給

食
と
兼
務
で
行
っ
て
い
た
。
生

命
に
か
か
わ
る
こ
と
な
の
で
ミ

ス
や
見
落
と
し
は
許
さ
れ
な
い
。

現
在
は
ア
レ
ル
ギ
ー
専
任
の
栄

養
職
員
を
雇
用
し
事
故
防
止
を

図
っ
て
い
る
。

　

食
材
発
注
調
理
ま
で
専
門
に

行
い
、
栄
養
教
諭
と
2
人
で
再

確
認
し
配
送
用
コ
ン
テ
ナ
、
配

問

着
用
で
あ
っ
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
生
徒
会
と
学

校
が
協
議
し
、
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
テ
ス
ト
が
あ
る
週
は

制
服
登
下
校
週
間
と
定
め
て
5

月
か
ら
始
め
て
い
る
。

教
育
長

　

制
服
着
用
週
間
が
終
り
、
次

の
日
制
服
を
着
な
い
で
ジ
ャ
ー

ジ
で
部
活
に
所
属
し
て
な
い
2

人
の
女
の
子
に
「
制
服
似
合
っ

た
よ
、
制
服
着
た
ら
ど
う
だ

い
」
と
言
っ
た
が
、「
い
い
ん

で
す
」
と
い
う
感
じ
で
、
制
服

の
ほ
う
に
気
持
ち
は
向
か
な
か

っ
た
。

　

自
分
自
身
が
ほ
か
の
子
ど
も

と
合
わ
せ
た
い
気
持
ち
で
は
な

く
、
自
分
自
身
を
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
よ
う
な
子
ど
も
に
育
て
て

い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思

う
。

小
井
土
　
哲
雄
　
議
員

中
学
校
入
学
時
に
制
服
を

購
入
す
る
よ
う
に
な
り
4
年
目

と
な
る
が
、
制
服
着
用
度
が
非

常
に
少
な
い
と
聞
く
。

　

保
護
者
に
大
き
な
費
用
的
負

担
が
あ
る
中
、
制
服
の
本
来
の

意
味
を
成
し
て
い
る
か
疑
問
を

感
じ
る
。
そ
こ
で
中
学
校
で
は

制
服
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
を
問
う
。

教
育
次
長

　

中
学
校
の
制
服
は
、
平
成
23

年
度
の
新
校
舎
の
開
校
に
あ
わ

せ
て
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
生
徒
会

が
話
し
合
い
を
重
ね
て
新
生
御

代
田
中
学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
始

ま
り
と
し
て
、
ブ
レ
ザ
ー
を
導

入
し
た
。

　

制
服
を
着
る
機
会
と
し
て
、

入
学
式
、
卒
業
式
や
始
業
式
、

終
業
式
な
ど
の
儀
式
と
文
化
祭
、

対
面
式
や
修
学
旅
行
等
の
行
事
、

生
徒
集
会
、
全
体
集
会
と
テ
ス

ト
期
間
中
に
着
用
し
て
い
る
。

　

昨
年
度
は
年
間
30
回
程
度
の

問

副
町
長
に
渡
辺
　
晴
雄
氏
を
同
意

上
田
市
出
身
58
歳

任
期
は
平
成
27
年
6
月
16
日
か
ら
平
成
31
年
6
月
15
日
ま
で

の
4
年
間

　
　
副
町
長
専
任
に
あ
た
っ
て
は
以
下
の
と
お
り
、
賛
成
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。（
要
旨
掲
載
）

　

御
代
田
町
に
と
っ
て
副
町
長
の
選
任
は
喫
緊
の
重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

副
町
長
不
在
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
皆
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
議
会
議
員
と
し
て
も
深
く
心
配
し
て
い

た
と
こ
と
で
あ
り
、
不
在
解
消
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
町
長
も
十
分
に
認
識
さ
れ
て
お
ら
れ
、
町
長
再
任
後
、
い
ろ
い
ろ
な
手
を
尽
く
さ
れ
、

今
回
の
議
案
の
運
び
と
な
っ
た
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

　

一
方
、
町
長
の
こ
れ
ま
で
の
議
会
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
、
私
個
人
の
意
見
と
し
て
で
は
な
く
議
会

議
員
全
員
の
総
意
と
し
て
、
一
言
苦
言
を
呈
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
行
政
を
進
め
て
い
く
上
で
、
信
頼
関
係
の
構
築
は
最
も
重
要
で
大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
議
論

や
審
議
を
通
じ
、
と
き
に
は
対
峙
す
る
町
長
、
議
会
の
関
係
に
お
い
て
も
同
様
で
す
。
町
長
が
口
に
さ

れ
る
「
議
会
の
協
力
を
」
と
い
う
こ
と
も
、
こ
れ
な
く
し
て
成
立
し
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

今
回
の
人
事
案
件
に
し
て
も
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
重
要
案
件
に
し
て
も
、
こ
れ
を
逸
脱
し
た
行
動

で
、
決
め
て
か
ら
「
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
的
事
後
報
告
が
見
受
け
ら
れ
、
議
会
の
協
力
を
求
め
る

に
は
あ
ま
り
に
も
配
慮
を
欠
い
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
た
び
た
び
で
し
た
。

　

毎
回
指
摘
さ
れ
る
た
び
陳
謝
の
繰
り
返
し
で
は
、
人
は
理
解
や
納
得
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、

今
後
は
、
町
長
と
議
会
の
相
互
の
代
表
制
を
尊
重
し
、
車
の
両
輪
の
よ
う
に
町
の
意
思
決
定
に
か
か
わ

る
共
同
責
任
を
負
う
と
い
っ
た
二
元
代
表
制
の
原
理
原
則
に
則
し
た
行
政
運
営
を
強
く
要
望
す
る
次
第

で
す
。�

討
論
者　
　

五
味　

髙
明

人
事
案
件

式典の様子

情報カードと配食バッグ

障害者控除対象者の認定基準
区分 図 1 障害事由 認定基準

障
害
者

① 知的障害者（軽度・中度）に準ずる者 ・要介護度 3
・認知度ランクⅡｂ以上

③ 身体障害者（ 3級～ 6級）に準ずる者 ・要介護度 3
・寝たきり度ランクＡ ２以上

特
別
障
害
者

①
知的障害者（重度）に準ずる者又は、
精神上の障害により事理を弁職する
能力を欠く状況にある者

・要介護度 4・ 5
・認知度ランクⅢｂ以上

③ 身体障害者（ 1級・ 2級）に準ずる者 ・要介護度 4・ 5
・寝たきり度ランクＢ 2以上

⑥ 常に就床を要し、複雑な介護を要す
る者（寝たきり老人）に準ずる者

・寝たきり度ランクＣ 1以上
・ 6ケ月以上臥床している

監
査
委
員
に
泉
　
喜
久
男
氏
を
同
意

西
軽
井
沢
在
住
76
歳

3
期
目
で
、
任
期
は
平
成
27
年
6
月
19
日
か
ら
平
成
31
年
6

月
18
日
ま
で
の
4
年
間


